
令和元年度全国普通科高等学校長会 教育課程研究委員会アンケー ト

◎研究協議主題
「新学習指導要領に向けた教育課程の研究」

○ 研究協議主題に添つた3つの柱立て

①  「主体的・対話的で深い学び (ア クティブ・ラーニング)」 に関する取組と課題
②  「英語の4技能の育成と評価」に関する取組と課題
③  「カリキュラムマネジメント」に関する取組と課題
O「高校生のための学びの基礎診断」に関する調査
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19 福 井 20 長  里予

21 静 岡 22 愛 知 23 岐 阜 24 重 25 滋 賀

26 京 都 27 大 阪 28 兵 庫 29 奈 良 30 和歌山

31 鳥 取 32 島 根 33 岡 山 34 広 島 35 山 口

36 徳 島 37 香 川 38 愛 媛 39 高 知 40 福 岡

41 佐 賀 42 長 崎 43 熊 本 44 大 分 45 宮 崎

46 鹿児島 47 沖 縄

各間の回答については、全国高等学校長協会のホームページからダウンロー ドした
「ア

ンケー ト回答用紙」 (エクセルファイル)に入力してください。 (注 :E―m航1添付ファイ

ルにて回答する前に、調査対象高等学校長あての依頼文に記載 した 「6 回答の方法」に
より、ファイル名を変更してください。)ま た、都道府県番号及び都道府県名は上記の表

により、入力してください。

問 1と 問 2は該当する符号を一つ選び、間 3～問 6の 「複数回答可」は回答用紙の該当

する符号の箇所 (セル)イこ半角数字の  「 lJ を入力 してください。
「その他」の回答や 「自由記載」については、回答用紙に文字をご記入ください。
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問 1

学校に関する調査

(1)

貴校は、次のうちどれに当てはまりますか。

設置者

国

都道府県

市町村

学校法人等 (私学 )

その他 (     )

ア

イ

ウ

エ

オ
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(2) 課程
ア 全 日制普通科
イ 定時制普通科
ウ 通信制普通科
工 全 日制普通科と定時制普通科併設
オ 全 日制普通科と定時制普通科と通信制普通科併設
力 全 日制普通科と専門学科または総合学科併設
キ 定時制普通科と専門学科または総合学科併設
ク その他 (     )

間 2 本年度の最終学年 (年次)での、大学・短大を合わせた進学希望率はどの位ですか。
ア 90%以上
イ 70%以上～90%未満
ウ 50%以上～70%未満
工 30%以上～50%未満
オ 30%未満
2 先進的あるいは特色ある教育課程の実施状況について
間 3 「主体的・対話的で深い学び (ア クティブ・ラーニング)」 に関する取組 と課題に
ついて

(1) 「主体的・対話的で深い学び (ア クティブ 。ラーニング)」 について、貴校で工夫
していることをお答えください。 (複数回答可)

ア 教育課程編成
イ 授業展開 (特色ある授業等 )
ウ 教員の指導力向上のための教員研修
工 教員の指導力向上のための外部人材の活用
オ 校内組織体制の整備
力 施設設備の整備
キ ICT活 用
ク 評価 (授業評価 。学習評価等 )
ケ 取組の成果の (都道府県)全体への普及・共有方法
コ 特に工夫 していない
サ その他 (→具体的な取組の内容を (2)でお答えください。 )
(2) (1)で 回答したそれぞれについて、具体的な取組の内容を該当する符号ととも
にお答えください。 (回答は自由記載 )

(3) 「主体的。対話的で深い学び (アクティブ・ラーニング)」 の取組を実施する上で
課題となつていることをお答えください。 (回答は自由記載)

問4

(1)

「英語の 4技能の育成と評価」に関する取組 と課題について
「英語の 4技能の育成 と評価」に関する取組 と課題について、貴校で工夫してい

ることをお答えください。 (複数回答可)

ア 教育課程編成
イ 授業展開 (特色ある授業等 )
ウ 4技能の育成 と評価に関する教員研修
工 評価 (授業評価・学習評価等 )
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オ 現在の民間検定試験の利活用
力 校内組織体制の整備
キ 施設設備の整備
ク 外部機関や大学・事業所等との連携
ケ 予算編成の工夫等
コ 取組の成果の (都道府県)全体への普及・共有方法
サ 特に工夫 していない
シ その他 (→具体的な取組の内容を (2)でお答えください。 )

(2) (1)で 回答 したそれぞれについて、具体的な取組の内容を該当する符号ととも
にお答えください。 (回答は自由記載 )

(3) 「英語の4技能の育成と評価」の取組を実施する上で課題となっていることをお
答えください。 (回答は自由記載)

問5

(1)

問6

(1)

(2) (1)で 回答したそれぞれについて、具体的な取組の内容を該当する符号ととも
にお答えください。 (回答は自由記載)

(3) 「カジキュラムマネジメント」に関する取組を実施する上で課題となつているこ
とをお答えください。 (回答は自由記載)

「カリキュラムマネジメント」に関する取組と課題について

「カリキュラムマネジメント」について、貴校で工夫していることをお答えくだ

さい。 (複数回答可)

ア 教育課程編成 (教科横断的な視′点での組織的な配列等)
イ 授業展開 (特色ある授業等)
ウ 教員の指導力向上のための教員研修
工 地域等の外部の人的 。物的資源の活用
オ 校内組織体制の整備
力 施設設備の整備
キ 予算編成の工夫等
ク 教育課程の編成 。実施 。評価・改善のPDCAサ イクルの確立
ケ 取組の成果の (都道府県)全体への普及・共有方法
コ 特に工夫していない
サ その他 (→具体的な取組の内容を (2)でお答えください。)

「高校生のための学びの基礎診断」について

今年度、基礎学力を測定する手立て (ツール)と して、貴校で活用あるいは活用

予定のものをお答えください。 (「キ」以外は複数回答可)

ア  「基礎診断」認定ツール (義務教育段階の学習定着度測定タイプ)
イ  「基礎診断」認定ツール (高等学校共通必履修科 目定着度測定タイプ)
ウ 国が認定したツール以外の民間のツール
エ 学校独自の測定ツール
オ 都道府県等独 自の測定ツール
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( 3

力 その他の測定ツール (    )
キ 活用しない
(2) (1)に おいて「活用 している (ア、イ、ウ、工、オ、力)」 とお答えいただいた
場合のみ、以下の①、②、③にお答えください。

① 貴校で工夫していることをお答えください。 (複数回答可)
ア 義務教育段階における学習内容の定着度合いの測定、確実な習得
イ 高校生に求められる基礎学力の定着度合いの測定、確実な習得
ウ 学習意欲の喚起
工 教員の指導方法の改善
オ その他 (→具体的な取組内容を②でお答えください。)

② ①で回答したそれぞれについて、具体的な取組の内容を該当する符号ととも
にお答えください。 (回答は自由記載)

③  (1)で活用あるいは活用予定のツールとして選択した理由をお答えください。
複数樫択した場合は、主たるツールを一つ選び、その符号とともにお答えください。

(回答は自由記載)

現時点において、「基礎診断」認定ツール導入の成果について、どのようにお考

えですか。

ア 期待できると思う
イ 期待できるとは思えない
ウ どちらともいえない

(4) 来年度以降、「基礎診断」認定ツールを導入する予定について、どのようにお考
えですか。

ア 既に導入しており、次年度以降も継続する予定である
イ 次年度以降の導入を予定している
ウ 次年度以降導入するかどうか検討中である
工 現時点で導入しない予定である
オ 導入するかしないか未定である
力 その他 (      )

) 現時点において、 「高校生のための学びの基礎診断」やそれに準じる基礎学力を
測定するツールの実施時期について、どのようにお考えですか。 (複数回答可 )

ア 1学年 :4月 から6月
イ 1学年 :7月 から9月
ウ 1学年 :10月 から 12月
工 1学年 :1月 から3月
オ 2学年 :4月 から6月
力 2学年 :7月 から9月
キ 2学年 :10月 から12月
ク 2学年 :1月 から3月
ケ その他 (    )
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コ 未定

(6) 「高校生のための学びの基礎診断」の実施に関する文科省からの情報発信、活用
方策、実施上の課題等、様々な観点からご意見をお聞かせください。

(回答は自由記載)

(観点の例 :最新情報の周知方策、参力日形態、実施会場、都道府県等教育委員会の

関与、学校毅員の関与する運営内容や負担、業者毎に基本 。標準タイプの出題内

容・難易度が異なること、記述問題の公正な採ッ点等、情報の管理、結果の利活用

方策 (生徒・学校・教育委員会等)、 結果の副次的利用 (就職 。進学)の可能性、

受験料、地域 。経済的事情への対応など)

※ ご協力、誠にありがとうございました。
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